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◇
価
格
転
嫁
で
き
て
い
な

い
96
％

農
業
資
材
等
の
コ
ス
ト

高
騰
分
を
販
売
価
格
に
価

格
転
嫁
で
き
て
い
る
か
と

の
質
問
に
は
、「
で
き
て

い
な
い
」
が
71
・
3
％
、

「
一
部
は
で
き
て
い
る
」

が
24
・
8
％
で
合
わ
せ
て

96
・
1
％
。「
概
ね
で
き

て
い
る
」
は
3
・
9
％
に

と
ど
ま
っ
た
。

価
格
転
嫁
で
き
な
い
理

由
（
複
数
回
答
可
）
と
し

て
、「
農
業
者
サ
イ
ド
の

価
格
交
渉
力
が
弱
い
」
が

最
多
の
1
3
5
法
人
、
次

い
で
「
消
費
者
サ
イ
ド
の

理
解
が
得
ら
れ
な
い
」
が

1
1
9
法
人
、「
食
品
製

造
業
者
等
サ
イ
ド
の
バ
イ

イ
ン
グ
パ
ワ
ー
（
巨
大
な

販
売
力
を
背
景
に
し
た
強

い
仕
入
力
・
購
買
力
）
が

強
い
」
が
1
0
2
法
人
と

な
っ
た
。

◇
農
業
資
材
等
の
価
格

（
2
0
2
1
年
1‐

5
月

比
）
と
コ
ス
ト
高
騰
対
策

資
材
が
「
高
値
」「
値

上
が
り
」
し
て
い
る
と
回

答
し
た
割
合
は
、
燃
油
が

99
・
6
％
、
肥
料
が
97
・

9
％
、
飼
料
が
97
・
6
％

だ
っ
た
。他
、農
機
具
86
・

1
％
、
農
業
薬
剤
88
・
2

％
、
農
用
電
力
90
・
1

％
、
ガ
ス
93
・
2
％
、
畜

舎
な
ど
の
建
築
資
材
96
・

6
％
。

コ
ス
ト
高
騰
へ
の
対
応

策
に
は
、
1
3
8
法
人
が

「
使
用
量
を
抑
え
て
い

る
」、
1
0
1
法
人
が「
購

入
量
を
抑
え
て
い
る
」
と

回
答
し
た
が
、
生
産
量
を

維
持
す
る
に
は
購
入
せ
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、

「
と
く
に
対
応
し
て
い
な

い
」
と
の
回
答
が
最
多
で

1
3
7
法
人
に
上
っ
た
。

◇
今
後
の
農
業
資
材
の
供

給
見
込
み
と
生
産
量
へ
の

影
響今

後
の
農
業
資
材
の
供

給
見
込
み
は
「
多
少
の
不

足
」
が
60
・
4
％
、「
大

き
な
不
足
」が
18
・
2
％
、

「
ほ
と
ん
ど
入
手
で
き
な

い
」
が
0
・
2
％
で
、合

わ
せ
る
と
農
業
法
人
の

78
・
8
％
が
不
足
を
見
込

ん
で
い
る
。

ま
た
、
22
・
1
％
の
生

産
者
が
生
産
量
を
「
抑
制

し
た
・
抑
制
す
る
見
込

み
」
と
回
答
し
た
。

◇
価
格
転
嫁
・
コ
ス
ト
高

騰
に
対
す
る
主
な
意
見

価
格
転
嫁
・
コ
ス
ト
高

騰
に
対
し
て
農
業
法
人
か

ら
は
、「
施
設
園
芸
等
燃

油
価
格
高
騰
対
策
の
よ
う

な
制
度
の
新
設
」「
コ
ス

ト
上
昇
分
を
反
映
で
き
る

流
通
構
造
の
改
革
」「
消

費
者
に
農
業
の
現
状
を
理

解
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
今
年
の

5
月
10
日
〜
18
日
に
実
施

さ
れ
、
4
0
7
法
人
が
回

答
し
た
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の

調
査
に
よ
る
と
、
国
内
企

業
1
6
3
5
社
の
う
ち
、

コ
ス
ト
上
昇
分
を
「
全
く

転
嫁
で
き
て
い
な
い
」
企

業
は
15
・
3
％
だ
っ
た
。

「
多
少
な
り
と
も
転
嫁
で

き
て
い
る
」
企
業
が
73
・

3
％
あ
っ
た
が
、「
価
格

転
嫁
率
」
は
44
・
3
％
と

半
分
以
下
に
と
ど
ま
っ

た
。
こ
れ
は
、
コ
ス
ト
が

1
0
0
円
上
昇
し
た
場
合

に
44
・
3
円
し
か
販
売
価

格
に
反
映
で
き
て
い
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

コ
ス
ト
高
価
格
転
嫁
で
き
て
い
な
い
96
％

日
本
農
業
法
人
協
会
は
5
月
31
日
、
コ
ス
ト
高
騰
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

公
表
し
た
。
燃
油
、
肥
料
、
飼
料
が
高
騰
し
て
い
る
と
回
答
し
た
農
業
法
人
は

い
ず
れ
も
9
割
を
超
え
た
が
、
コ
ス
ト
高
を
「
価
格
転
嫁
で
き
て
い
な
い
」
と

の
回
答
も
同
じ
く
9
割
を
超
え
た
。
価
格
転
嫁
で
き
な
い
理
由
に
は
、
農
業
者

の
価
格
交
渉
力
や
消
費
者
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
。

農
業
者
の
交
渉
力
と
消
費
者
の
理
解
に
課
題

コ
ス
ト
上
昇
分
の
価
格

転
嫁
率
は
44
・
3
％
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◇
見
直
し
案
は
「
5
年
間

水
張
り
し
な
い
水
田
は
交

付
対
象
外
」

農
林
水
産
省
は
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
の

交
付
対
象
水
田
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
2
0
2
2
年

度
は
畦
畔
の
な
い
農
地
を

対
象
と
し
な
い
な
ど
の
ル

ー
ル
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
「
現
場
の
課
題
を
検
証

し
つ
つ
、
今
後
5
年
間
に

一
度
も
水
張
り
が
行
わ
れ

な
い
水
田
を
交
付
対
象
と

し
な
い
」
と
の
方
針
を
示

し
て
い
る
。

し
か
し
、
現
場
か
ら
は

「
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
の
問
題
で
5
年
間
で

は
水
張
り
が
で
き
な
い
」、

「
高
齢
化
が
進
む
中
、
引

き
受
け
手
が
い
な
く
な
り

耕
作
放
棄
地
が
増
加
す

る
」、「
中
山
間
地
域
な
ど

条
件
不
利
農
地
を
守
る
た

め
の
支
援
を
希
望
」
な
ど

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

◇
現
場
か
ら
の
主
な
意

見
・
課
題
・
要
望

▽
5
年
間
水
張
り
し
な
い

農
地
を
交
付
対
象
外
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て

【
災
害
復
旧
・
基
盤
整
備

事
業
】

①
災
害
に
よ
っ
て
用
水
供

給
設
備
等
が
壊
れ
、
現
状

で
は
水
張
り
が
困
難
な
農

地
が
あ
る
。

②
基
盤
整
備
事
業
を
実
施

中
又
は
計
画
中
で
、
今
後

5
年
間
で
は
水
稲
作
付
け

が
行
え
な
い
農
地
が
あ

る
。

【
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
】

①
水
張
り
が
可
能
な
農
地

で
あ
っ
て
も
、
品
目
に
よ

っ
て
は
収
量
や
品
質
の
低

下
な
ど
が
あ
り
、
ブ
ロ
ッ

ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
馴

染
ま
な
い
も
の
が
あ
る
。

②
6
年
以
上
の
間
隔
で
輪

作
体
系
を
組
ん
で
お
り
、

今
後
5
年
間
で
は
水
稲
作

付
け
を
行
う
予
定
が
な

い
。

【
水
張
り
の
確
認
】

①
水
稲
作
付
け
で
は
な
く

て
も
、
別
の
方
法
で
水
張

り
が
で
き
れ
ば
水
田
機
能

が
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

﹇
例
﹈

・
水
田
に
お
け
る
ヒ
エ
の

栽
培
は
「
水
張
り
」
に
該

当
し
な
い
の
か
。

・
レ
ン
コ
ン
畑
は
「
水
張

り
」
に
該
当
し
な
い
の

か
。

・
畦
畔
や
用
水
路
が
あ
れ

ば
水
張
り
を
し
な
く
て
も

交
付
対
象
水
田
と
し
て
維

持
で
き
な
い
か
。

・
排
水
対
策
の
た
め
に
耕

盤
を
壊
し
て
い
る
場
合
、

水
稲
を
生
産
で
き
る
状
態

に
戻
す
の
は
不
可
能
又
は

時
間
を
要
す
る
。

・
地
下
灌
漑
設
備
の
あ
る

農
地
の
扱
い
は
ど
う
な
る

の
か
。

【
そ
の
他
の
交
付
対
象
水

田
の
扱
い
】

①
畑
地
化
し
た
後
に
耕
作

者
が
変
わ
っ
た
場
合
、
交

付
対
象
水
田
に
戻
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

②
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
得

て
い
る
農
地
に
つ
い
て
、

有
機
以
外
を
作
付
け
し
た

場
合
に
は
再
度
認
証
を
得

る
ま
で
3
年
間
要
す
る
た

め
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
が
難
し
い
。

③
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
が
建

設
さ
れ
る
農
地
に
つ
い

て
、
区
画
整
理
時
に
支
障

を
来
さ
な
い
よ
う
特
例
的

に
交
付
対
象
水
田
と
し
て

維
持
で
き
な
い
か
。

▽
今
回
の
措
置
に
伴
う
影

響
と
課
題

【
畑
地
化
の
取
組
】

①
現
行
の
畑
地
化
支
援
で

は
不
十
分
で
畑
地
化
に
踏

み
切
れ
な
い
。
高
収
益
作

物
の
畑
地
化
に
は
手
厚
い

支
援
が
あ
る
が
、
そ
の
他

の
作
物
へ
の
支
援
は
不
十

分
。

②
2
0
2
4
年
度
以
降
も

畑
地
化
支
援
の
交
付
金
を

継
続
し
て
欲
し
い
。

③
子
実
用
と
う
も
ろ
こ
し

は
必
要
な
労
働
時
間
が
短

く
、
新
た
な
転
換
作
物
と

し
て
検
討
し
た
い
が
、
畑

地
化
す
る
と
支
援
が
受
け

ら
れ
な
い
。

【
農
地
の
集
積
・
集
約
へ

の
影
響
】

①
交
付
対
象
水
田
か
ら
除

外
さ
れ
た
農
地
は
担
い
手

が
引
き
受
け
ず
、
離
農
が

進
ん
で
農
地
の
引
き
受
け

手
が
い
な
く
な
り
耕
作
放

棄
地
が
増
え
る
。

②
交
付
対
象
水
田
か
ら
除

外
さ
れ
る
と
農
地
の
評
価

額
・
資
産
価
値
が
下
が

る
。

③
借
手
が
な
く
自
己
保
全

管
理
を
し
て
お
り
、
水
稲

作
付
さ
れ
ず
に
交
付
対
象

外
と
な
れ
ば
耕
作
放
棄
地

に
な
る
。

＊

従
来
は
用
水
路
や
畦
畔

が
あ
れ
ば
、
復
田
の
可
能

性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
交

付
対
象
に
な
っ
て
い
た

が
、
2
0
2
7
年
度
以
降

は
こ
う
し
た
農
地
も
畑
作

が
定
着
し
た
と
み
な
さ

れ
、
対
象
外
と
な
る
見
通

し
だ
。

国
は
主
食
用
米
か
ら
の

転
作
を
推
進
し
て
い
る

が
、
麦
・
大
豆
、
飼
料
用

米
・
米
粉
用
米
な
ど
転
作

作
物
の
生
産
は
交
付
金
で

成
り
立
っ
て
い
る
面
が
大

き
い
。
水
田
と
畑
で
は
保

水
と
排
水
と
い
う
真
逆
の

土
づ
く
り
が
必
要
と
な
る

だ
け
に
、
政
府
に
は
慎
重

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

今
年
に
入
り
、
様
々
な

も
の
が
値
上
が
り
し
て
い

る
。
電
気
や
ガ
ソ
リ
ン
、

小
麦
と
い
っ
た
生
活
の
基

盤
に
な
る
も
の
が
多
い
だ

け
に
影
響
が
大
き
い
。
こ

う
し
た
中
、
日
本
ト
レ
ン

ド
リ
サ
ー
チ
は
2
月
13
〜

15
日
に
か
け
て
、
全
国
の

男
女
1
0
0
0
人
に
「
値

上
げ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」を
実
施
し
た
。

値
上
げ
で
生
活
に
影
響

が
出
た
も
の
、
と
い
う
質

問
で
は
、1
位
が「
電
気
」

で
60
％
、
次
い
で
2
位
が

「
ガ
ソ
リ
ン
」50
・
6
％
、

3
位「
ガ
ス
」38
・
1
％
、

4
位「
水
道
」27
・
8
％
。

以
降
、
野
菜
、
パ
ン
、
食

用
油
、
小
麦
粉
と
続
く
。

い
ず
れ
も
生
活
に
欠
か
せ

な
い
も
の
ば
か
り
だ
。

次
に
、
も
っ
と
も
値
上

げ
し
て
ほ
し
く
な
い
も
の

は
、
と
の
質
問
で
は
、
1

位
が
「
電
気
」
で
44
・
6

％
、2
位
が「
ガ
ソ
リ
ン
」

20
・
2
％
で
、
こ
こ
ま
で

は
生
活
に
影
響
が
出
た
も

の
と
同
じ
結
果
だ
っ
た
。

続
い
て
、
3
位
が
「
た
ば

こ
」
7
・
0
％
、
4
位
が

「
通
信
料
」
6
・
1
％
。

こ
ち
ら
は
生
活
に
影
響
が

出
た
も
の
で
は
回
答
割
合

が
低
か
っ
た
が
、
値
上
げ

し
て
ほ
し
く
な
い
と
思
う

人
は
多
か
っ
た
。

同
調
査
で
は
値
上
げ
し

て
も
良
い
と
思
う
も
の
も

聞
い
て
い
る
。1
位
は「
た

ば
こ
」
で
回
答
率
は
半
数

近
く
と
な
る
49
・
6
％
。

2
位
が
「
ビ
ー
ル
」
21
・

9
％
、3
位
が「
お
む
つ
」

で
8
・
5
％
、4
位
が「
イ

ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
」

で
6
・
4
％
。
一
方
で
、

も
っ
と
も
値
上
げ
し
て
ほ

し
く
な
い
も
の
で
上
位
に

挙
が
っ
て
い
た
「
電
気
」

「
ガ
ス
」「
水
道
」「
野
菜
」

「
食
用
油
」「
小
麦
」
は

す
べ
て
1
〜
3
％
だ
っ

た
。「
た
ば
こ
」
は
昨
年

10
月
に
値
上
げ
さ
れ
た
ば

か
り
だ
が
、
19
年
調
査
時

の
成
人
喫
煙
率
は
16
・
7

％
。
ビ
ー
ル
や
コ
ー
ヒ
ー

と
あ
わ
せ
、
嗜
好
品
ゆ
え

と
い
う
と
こ
ろ
か
。
た

だ
、
3
位
の
「
お
む
つ
」

は
引
っ
掛
か
る
。
回
答
者

に
子
育
て
経
験
者
は
い
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
、
値
上
げ
に
対

す
る
考
え
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
57
・
4
％
が
「
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
」
と

回
答
し
た
。「
反
対
」
は

39
・
1
％
、「
賛
成
」
は

3
・
5
％
だ
っ
た
。

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
よ

る
と
回
答
し
た
理
由
に
は

「
嗜
好
品
や
贅
沢
品
は
値

上
げ
し
て
い
い
と
思
う
」

と
の
意
見
が
目
立
つ
。
生

活
必
需
品
以
外
は
値
上
げ

も
仕
方
な
い
と
い
う
考
え

だ
。「
賛
成
派
」
の
意
見

は
、「
原
材
料
が
上
が
っ

て
い
る
か
ら
仕
方
が
な

い
」「
正
常
に
価
格
転
嫁

す
べ
き
」
な
ど
。
対
し
て

「
反
対
」
の
意
見
は
、「
給

料
が
上
が
ら
な
い
の
に
物

価
だ
け
上
が
っ
て
い
る
か

ら
」
や
「
年
金
生
活
な
の

で
こ
れ
以
上
は
厳
し
い
」

な
ど
だ
っ
た
。

先
日
、
日
銀
の
黒
田
総

裁
が
「
家
計
が
値
上
げ
を

受
け
入
れ
て
い
る
」
と
発

言
し
た
こ
と
が
物
議
を
醸

し
た
。
消
費
者
と
し
て

は
、
受
け
入
れ
て
い
る
と

い
う
よ
り
は
必
要
な
も
の

は
買
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ

け
だ
。

た
だ
、
企
業
の
利
益
が

増
え
な
け
れ
ば
賃
金
は
上

が
ら
な
い
。
内
部
留
保
が

問
題
視
さ
れ
る
が
、
先
行

き
が
見
通
せ
な
い
中
で
貯

金
を
切
り
崩
せ
な
い
の

は
、
家
庭
も
企
業
も
同
じ

だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
中
小

企
業
の
多
く
に
そ
こ
ま
で

の
余
裕
は
な
い
。

好
景
気
が
理
由
で
は
な

い
今
回
の
値
上
げ
。
果
た

し
て
賃
上
げ
が
実
現
す
る

日
は
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

交
付
対
象
外
な
ら
離
農
・
耕
作
放
棄
地
増
え
る

農
林
水
産
省
は
6
月
2
日
の
自
民
党
農
業
基
本
政
策
検
討
委
員
会
で
、
水
田

活
用
交
付
金
の
交
付
対
象
と
な
る
水
田
の
見
直
し
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
な
ど

も
含
め
た
中
間
取
り
ま
と
め
を
公
表
し
た
。
交
付
対
象
外
と
な
れ
ば
離
農
や
耕

作
放
棄
地
が
増
え
る
と
懸
念
す
る
声
が
多
く
、
同
委
員
会
は
交
付
対
象
か
ら
外

れ
て
も
畑
地
化
対
策
や
条
件
不
利
地
域
対
策
な
ど
で
支
援
を
強
化
す
る
よ
う
政

府
に
求
め
る
。

水
田
活
用
交
付
金
見
直
し
で
懸
念
の
声

値

上

げ

農
林
水
産
省
は
、
2
0

2
1
年
産
米
の
ナ
ラ
シ
対

策
に
よ
る
補
填
額
が
全
国

平
均
で
10
㌃
当
た
り
1
万

6
8
8
2
円
に
な
る
と
の

試
算
を
公
表
し
た
。
こ
れ

は
、
同
3
2
6
5
円
だ
っ

た
20
年
産
の
5
倍
を
超
え

る
額
と
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
業
務
用
需
要
の
減

少
な
ど
で
米
価
が
下
落
し

た
影
響
が
大
き
い
。

ナ
ラ
シ
対
策
は
当
年
産

の
販
売
収
入
の
合
計
が
標

準
的
収
入
額
（
直
近
5
年

中
3
年
平
均
）
を
下
回
っ

た
場
合
に
、
そ
の
差
額
の

9
割
を
国
か
ら
の
交
付
金

と
農
業
者
が
積
み
立
て
た

積
立
金
で
補
填
す
る
制

度
。
農
業
者
と
国
が
1
対

3
の
割
合
で
負
担
し
、

毎
年
、
生
産
年
翌
年
の
5

月
〜
6
月
頃
に
支
払
わ
れ

る
。21

年
産
の
米
価
は
、
全

銘
柄
平
均
が
60
㎏
当
た
り

1
万
2
9
0
3
円
。
1
万

4
5
2
9
円
だ
っ
た
20
年

産
に
比
べ
て
11
％
減
少
し

た
。
同
省
の
試
算
で
は
収

入
額
の
全
国
平
均
は
10
㌃

当
た
り
10
万
5
9
2
2
円

と
な
り
、
標
準
的
収
入
額

の
12
万
4
6
8
0
円
を
下

回
っ
た
た
め
、
そ
の
差
額

の
9
割
と
な
る
1
万
6
8

8
2
円
が
21
年
産
の
補
填

額
と
な
っ
た
。
60
㎏
当
た

り
で
は
1
9
0
0
円
に
な

る
。
補
填
額
は
都
道
府
県

ご
と
に
異
な
り
、
単
価
は

8
9
0
円
〜
2
万
4
0
2

0
円
。
実
際
に
は
麦
や
大

豆
な
ど
他
の
作
物
も
含
め

て
算
出
す
る
。

な
お
、
ナ
ラ
シ
対
策
は

運
用
が
見
直
さ
れ
た
た

め
、
22
年
産
の
支
給
対
象

に
な
る
に
は
来
年
3
月
末

ま
で
に
出
荷
・
販
売
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
6
月
末

ま
で
に
国
へ
申
請
す
る
必

要
が
あ
る
。

２
０
２
１
年
産
米
ナ
ラ
シ

補
填
額

前
年
の
５
倍

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
需
要
減
少
が
影
響

■
新
理
事
長
の
ご
紹
介

▽
石
川
商
組
新
理
事
長

杭
田
節
夫
氏
（
石
川
ス
ズ

エ
販
売
㈱
）

■
全
商
連
行
事
予
定

▽
7
月
1
日

事
務
局
責
任
者
会
議

▽
7
月
20
日

理
事
会

２
０
２
２
年
４
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
３３
件
《
農
水
省
》

・
農
業
機
械
作
業
に
係
る
死
傷
事
故
２６
件

（
う
ち
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
１０
件
）

・
そ
の
他
７
件

（
う
ち
脚
立
か
ら
の
転
落
・
高
所
か
ら
の

落
下
各
２
件
）

▼
不
整
地
で
の
作
業
に
注

意
を4

月
は
33
件
の
農
作
業

中
の
死
傷
事
故
が
報
告
さ

れ
、
こ
の
う
ち
9
件
が
死

亡
事
故
だ
っ
た
。
死
亡
事

故
に
つ
い
て
は
、
ト
ラ
ク

タ
の
転
倒
・
転
落
が
3
件
、

重
機
の
転
倒
が
2
件
発
生

し
た
。
不
整
地
を
重
機
で

移
動
中
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
転
倒
し
た
ケ
ー
ス
が
報

告
さ
れ
て
い
る
の
で
、
不

整
地
で
は
低
速
で
ゆ
っ
く

り
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

▼
田
植
え
後
の
管
理
作
業

に
注
意
を

ま
た
、
農
水
省
に
よ
る

と
直
近
2
年
の
事
故
情
報

で
は
、
6
月
は
田
植
え
後

の
管
理
作
業
の
事
故
が
多

い
。
刈
払
機
に
つ
い
て

は
、
①
左
半
分
の
先
端
か

ら
3
分
の
1
の
部
分
で
、

右
か
ら
左
に
一
方
通
行
で

刈
り
取
る
、
②
右
半
分
を

使
う
と
、
障
害
物
に
当
た

っ
た
時
に
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク

し
や
す
く
な
り
、
左
半
分

で
も
手
前
か
ら
3
分
の
2

の
部
分
で
刈
る
と
、
飛
散

物
が
自
分
の
と
こ
ろ
に
飛

び
や
す
く
な
り
、
い
ず
れ

も
負
傷
の
リ
ス
ク
が
高
く

な
る
。

ま
た
、
6
月
は
雨
が
多

く
な
る
の
で
、
水
路
の
管

理
を
普
段
か
ら
こ
ま
め
に

行
い
、
増
水
時
は
絶
対
に

水
路
に
近
づ
か
な
い
で
ほ

し
い
と
し
て
い
る
。
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◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
影
響
が
継

続
（
グ
ラ
フ
1
・
2
）

▽
外
食
産
業
は
依
然
厳
し

い
状
況
・
規
模
縮
小
や
廃

業
を
検
討
す
る
企
業
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
感

染
症
拡
大
の
影
響
で
、
2

0
2
0
年
度
の
外
食
市
場

全
体
の
売
上
高
は
94
年
の

調
査
開
始
以
来
最
大
の
下

げ
幅
と
な
っ
た
が
、
21
年

度
も
一
時
的
な
回
復
傾
向

は
あ
っ
た
も
の
の
、
厳
し

い
状
況
が
続
い
た
。

一
般
社
団
法
人
日
本
フ

ー
ド
サ
ー
ビ
ス
協
会
の
調

査
に
よ
る
と
、
パ
ブ
レ
ス

ト
ラ
ン
・
居
酒
屋
の
21
年

9
月
売
上
は
19
年
同
月
比

で
9
・
5
％
ま
で
低
下

し
、
21
年
12
月
に
は
新
規

感
染
者
の
減
少
か
ら
同

54
・
7
％
ま
で
回
復
し
た

が
、
今
年
2
月
に
は
再
び

同
22
・
7
％
ま
で
減
少
し

た
。農

林
水
産
省
が
21
年
9

〜
10
月
に
実
施
し
た
調
査

で
は
、
今
後
3
〜
5
年
先

の
事
業
方
針
に
つ
い
て
、

食
品
小
売
業
の
3
割
、
外

食
産
業
と
食
品
製
造
業
の

2
割
が
「
事
業
縮
小
を
検

討
」又
は「
廃
業
を
検
討
」

と
回
答
し
て
お
り
、
経
営

に
深
刻
な
影
響
が
生
じ
て

い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

▽
外
国
人
技
能
実
習
生
の

減
少
（
グ
ラ
フ
3
・
4
）

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

拡
大
に
伴
い
、
生
産
現
場

で
の
人
手
不
足
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
た
。
外
国
か

ら
の
渡
航
者
に
対
す
る
水

際
対
策
が
強
化
さ
れ
、
21

年
3
月
か
ら
入
国
者
数
が

大
幅
に
減
少
し
、
外
国
人

技
能
実
習
生
な
ど
の
入
国

も
困
難
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
中
、
農
業
分

野
に
お
け
る
外
国
人
労
働

者
数
は
国
内
の
技
能
実
習

生
の
在
留
延
長
な
ど
に
よ

り
、
21
年
10
月
末
時
点
の

人
数
は
前
年
同
月
と
ほ
ぼ

同
じ
3
万
8
5
3
2
人
と

な
っ
た
。

な
お
、
今
年
3
月
か
ら

水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
、

外
国
人
材
の
入
国
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◇
加
工
食
品
メ
ー
カ
ー
の

国
産
原
料
使
用
の
動
き
が

拡
大
（
グ
ラ
フ
5
）

▽
加
工
食
品
の
原
料
原
産

地
表
示
の
義
務
化
が
国
産

使
用
を
後
押
し

加
工
食
品
の
原
料
原
産

地
表
示
は
2
0
1
7
年
9

月
の
食
品
表
示
基
準
の
改

正
で
、
す
べ
て
の
加
工
食

品
を
対
象
に
重
量
割
合
1

位
の
原
産
地
を
原
則
と
し

て
国
別
重
量
順
で
表
示
す

る
制
度
が
施
行
さ
れ
て
い

る
。
同
制
度
は
今
年
3
月

末
ま
で
は
経
過
措
置
期
間

だ
っ
た
が
、
4
月
か
ら
は

義
務
化
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
消
費
者
が
加
工
食

品
を
購
入
す
る
際
に
国
産

原
材
料
を
使
用
し
た
も
の

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
白
書
は
、
こ
の
制

度
が
加
工
食
品
メ
ー
カ
ー

が
原
材
料
を
輸
入
か
ら
国

産
に
切
り
替
え
る
後
押
し

を
し
て
い
る
と
指
摘
し
て

い
る
。

▽
割
高
で
も
国
産
品
を
選

ぶ
消
費
者
は
5
割
超

消
費
者
庁
が
2
0
2
1

年
に
行
っ
た
調
査
で
は
、

食
品
購
入
時
に
原
料
原
産

地
を
参
考
に
し
て
い
る
と

回
答
し
た
割
合
は
67
・
1

％
。
ま
た
、
日
本
政
策
金

融
公
庫
が
行
っ
た
今
年
1

月
の
調
査
で
は
割
高
で
も

国
産
品
を
選
ぶ
と
回
答
し

た
割
合
は
53
・
2
％
だ
っ

た
。

白
書
は
「
加
工
食
品
メ

ー
カ
ー
に
よ
る
国
産
原
材

料
使
用
の
取
り
組
み
が
さ

ら
に
広
が
る
こ
と
で
、
国

内
産
地
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
」
と
し
て
い
る
。

◇
農
業
従
事
者
の
推
移
65

歳
以
上
が
7
割
・
49
歳
以

下
増
加
も
全
体
数
は
減
少

傾
向
（
グ
ラ
フ
6
）

基
幹
的
農
業
従
事
者
は

減
少
傾
向
が
続
い
て
お

り
、
2
0
2
0
年
は
1
3

6
・
3
万
人
。
5
年
前
の

15
年
の
1
7
5
・
7
万
人

と
比
べ
て
22
％
減
少
し

た
。
こ
の
う
ち
、
65
歳
以

上
は
95
万
人
で
全
体
の
70

％
を
占
め
る
一
方
、
49
歳

以
下
は
15
万
人
で
全
体
の

11
％
だ
っ
た
。

今
回
の
白
書
で
は
2
0

1
5
年
と
20
年
の
年
齢
層

別
の
変
化
を
比
較
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
20
〜
49

歳
層
は
親
か
ら
の
経
営
継

承
や
新
規
参
入
で
12
・
4

万
人
か
ら
14
・
7
万
人
と

な
り
2
・
2
万
人
増
加
し

た
。
60
〜
69
歳
層
も
36
・

7
万
人
か
ら
39
・
3
万
人

で
2
・
6
万
人
増
加
し
、

白
書
で
は
退
職
後
に
就
農

す
る
「
い
わ
ゆ
る
定
年
帰

農
に
よ
る
増
加
」
と
考
え

ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
一

方
、
70
歳
以
上
の
層
は
経

営
継
承
な
ど
に
よ
り
、
こ

の
5
年
間
で
大
幅
に
減
少

し
て
お
り
、
こ
れ
が
基
幹

的
農
業
従
事
者
全
体
の
大

き
な
減
少
に
な
っ
た
。

白
書
で
は
、
若
年
層
の

農
業
従
事
者
の
確
保
・
定

着
と
併
せ
、「
農
業
従
事

者
一
人
一
人
が
こ
れ
ま
で

に
比
べ
て
よ
り
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
」
と

し
、
ま
た
、
65
歳
以
上
の

割
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
年
齢
層
が
地
域
農
業

に
と
っ
て
果
た
す
役
割
は

依
然
と
し
て
大
き
い
と
述

べ
て
い
る
。

２
０
２
１
年
度

食
料
・
農
業
・
農
村
白
書

▽
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
継
続

▽
加
工
食
品
メ
ー
カ
ー
の
国
産
原
材
料
使
用
が
拡
大

▽
農
業
従
事
者
数
６５
歳
以
上
が
７
割

農
林
水
産
省
は
5
月
27
日
、2
0
2
1
年
度
の「
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
」

を
公
表
し
た
。
巻
頭
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
や
加
工
食
品
で
の
国
産
原
料
使
用
の
動
き
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
特

集
で
は
、
農
業
構
造
の
中
長
期
的
な
変
化
を
分
析
し
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
数

が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
65
歳
以
上
の
割
合
が
依
然
と
し
て
大
き
い
と
指
摘
し

て
い
る
。
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コ
ロ
ナ
禍
の
2
年

間
、
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
た
展
示

会
だ
が
、
今
年
は
い

よ
い
よ
各
地
で
開
催

が
正
式
に
決
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
い

く
つ
か
の
商
組
で
は

見
学
施
設
へ
の
研
修

会
を
予
定
し
て
お

り
、
組
合
事
業
も
よ

う
や
く
通
常
稼
働
に

な
り
つ
つ
あ
る
。

■
商
組
行
事
予
定

◇
資
材
展
示
会

▽
6
月
23
日

岐
阜
商
組

▽
7
月
7
日

福
井
商
組

▽
7
月
15
日

京
都
商
組

◇
中
古
農
機
フ
ェ
ア

▽
6
月
23
・
24
日

広
島
県

▽
7
月
8
・
9
日

兵
庫
県

▽
7
月
22
・
23
日

福
島
県

▽
8
月
5
・
6
日

岡
山
県

◇
研
修
会

▽
7
月
3
・
4
日

神
奈
川
商
組

㈱
オ

ー
レ
ッ
ク
見
学
（
福
岡

県
）

▽
7
月
14
・
15
日

富
山
商
組

㈱
山
本

製
作
所
見
学
（
山
形

県
）

▽
8
月
24
日

福
島
商
組

イ
ン
ボ

イ
ス
勉
強
会

神
奈
川
・
富
山
は
県
外
研
修
実
施

（８）令和 4年 6月 1 5 日（水曜日）全 農 機 商 報（第三種郵便物認可）第 7 1 1 号




